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1．はじめに


































































2．技能とノウ・ハウ（savoir-faire: skills and know-how）
3．実存的能力（savoir-etre: ‘exsitential’ competence）










































































































































 2 Council of Europe, Education and languages, Language Policy参照。
 3 CEFR日本語版 p. 2「1.2. Council of Europeの言語政策のねらいと目標」参照。以下、日本語の
引用は吉島・大橋（他）訳・編（2004）による。ここではそれを「CEFR日本語版」と略記し、
その後にページ数を付す。
 4 たとえば Byram（2004）。
 5 CEFR日本語版 p. 4。
 6 CEFR日本語版 p. 4。
 7 CEFR日本語版 p. 4。
 8 中島（2001）参照。
 9 CEFR日本語版 p. 182。






 11 この点は Heyworth（2004）でも評価されている。





 15 中島（2001: 39）。
 16 たとえば、Christ（2002：60-65）は複言語主義だけでなく、異文化性（Interkulturalität）の規定
も欠けているという。




せるもので、Autobiography of Intercultural Encountersと同じ考え方に拠っている。
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